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寒さもようやく緩んでくる季節になりました。保護者の皆様におかれましてはますますご清栄のこ

ととお喜び申し上げます。日ごろは本校の教育活動にご支援をいただきありがとうございます。 

今年度は、新型コロナウイルス感染症拡大により、様々な行事や行動が制限されました。そのよう

な中でも、高等部３年生は自分の進路実現に向け、ひたむきに努力を積み重ねてくれました。社会に

出てからも本校で培った力を発揮してご活躍されることを心よりお祈りいたします。小学部・中学部

ご卒業の皆様は、新しい学部での生活を楽しみに春休みを過ごしてください。 

在校生の皆さんは、今年 1年をしっかりと振り返り、新しい学年に進んでください。新年度には、

元気な姿で登校してくれることを楽しみにしております。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・敦賀合同青果株式会社    ・はこべの家 

・レイクヒルズ美方病院    ・はなえみ               

・ほのぼのハーツ       ・社会福祉法人 Cネットふくい若狭事業所          

・（株）LABwel        ・敦賀医療センターあさひ 

・（株）RK ふらっぷ     ・敦賀市社会福祉協議会あいあい 

・（株）和           ・敦賀市社会福祉協議会ぬくもりの里 

・陽だまり          ・ラムサール「わかさ」 

      

進路便り  
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小学部（１６名） 

朝倉愛 池田理代 今井優那 岡下飛雄 河端りあら 北川陽登 小夏太陽 

塚本大 中川蓮也 西口千晃 橋本凌真 平佐寿香智 福井希望  

松重杏 村田章介 山口翔大    

中学部（４名） 

丹後希輝 中川詩織 橋本翔生 前崎航太 

高等部（14名） 

宇野千尋 木原快斗 小堀大那 髙木夢加 舘健斗 塚原龍 中瀨聖 永坂里織奈  

藤原有希乃 水谷侑翔 村上健太 山口依里 山口諒 吉田愛華 

 

新しい環境でも、本校で学んだことを胸に刻んで精一杯頑張ってください。 

 

高等部卒業生進路先一覧 

卒業生と語る会 

              
 ２月３日（水）の５・６限目に、卒業生と語る会が行われました。今年度は在校生から希望

のあった職種から 1 名、作業学習の縫製班で培った技術を生かして就職を勝ち取った 1 名、

5 年間継続して勤務し、職場からの信頼が厚い 1 名の計 3 名を講師にお招きしました。普段

の様子や在校時に取り組んでおけばよかったことなどに加え、在校生からの質問にもたくさん

答えていただきました。職場の方とコミュニケーションを取る重要性については、3名ともポ

イントに上げており、言葉遣いも含めて普段からの学校生活でも意識できるといいのではない

かと感じました。参加した生徒たちは皆真剣に講師の話に耳を傾け、働くために必要な力や生

活態度などを改めて考えることができました。また、一緒に学校生活を過ごしていた先輩が社

会人となり、頑張って働いている姿を見ることで、卒業後の自分の姿を想像した生徒もいまし

た。これから「こんな風に働きたい」「こんな社会人になりたい」などの具体的な目標をもって

学校生活や現場実習に取り組んでいってほしいと思います。 

 

 

 

 

２月１８日（木）１５時より、中学部の保護者の方々を対象として進路学習会が行われまし

た。進路部長より、高等部の現場実習、高等部卒業後の進路、社会に出るために必要な力（今

日から取り組んで欲しいこと）の観点で説明がありました。卒業後の進路を考えるにあたり、

高等部の各学年における現場実習のねらい、就労や施設利用、近隣の施設の状況等について紹

介がありました。また、「（現場実習を終えて）今から取り組んで欲しいこと」について触れ、

「生徒は何ができて何ができないか。できないものは『どういう支援があればどれぐらいでき

るか』を整理していくこと」を大切にして欲しいとのことでした。学習会に参加された保護者

の方からは、「中学部にいる今から知っておくことが大切だと思った」「今から実践していきた

い」「就労継続支援 B型など卒業後の進路先が少なく心配」「現場の職員さん側の目線や思いを

知ることができて良かった」などの感想が聞かれました。今回、残念ながらご都合で参加でき

なかった方には、卒業後の進路について考える機会として、次回はぜひご参加いただきたいと

思います。 

 

 

 

 

 

 
中学部保護者向け進路学習会 


